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通期業績予測値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2023年２月９日に公表した2024年３月期（2023年４月１日～2024年３月31日）の通期連結業績予想値と本

日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

１．2024年３月期通期連結業績予測値と実績値との差異（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売上収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 21,000百万円 △400百万円 △400百万円 400百万円 26.88円 

実績値（Ｂ） 21,290百万円 △489百万円 △516百万円 526百万円 45.36円 

増減額（Ｂ－Ａ） 290百万円 △89百万円 △116百万円 126百万円 － 

増減率（％） 1.4％ － － 31.5％ － 

（参考）前期連結実績 

（2023年３月期） 
22,871百万円 △989百万円 △911百万円 △1,196百万円 △120.15円 

 

２．差異の理由 

2024年３月期の通期連結業績につきましては、売上収益は情報通信事業におけるビジネスホン及び印刷

システム事業における消耗品の販売を中心に前回発表予想に対し、堅調に推移したものの、利益面につい

ては、前連結会計年度に先行手配を行った部品の納入や販売を見込んでいた案件の一部に納期変更や延伸

が生じたことにより棚卸資産評価損の改善が遅れ、売上原価が悪化したことで減益となりました。一方で

親会社株式に帰属する当期純利益については、主に資産効率の向上を目的として政策保有株式を縮減した

ことで特別利益212百万円等を計上したことにより、前回予想を上回る結果となりました。 

2025年３月期以降につきましては、本日公表の「構造改革実施に関するお知らせ」のとおり、グループ

人員規模の適正化及びグループ再編を実施し、中期経営計画「REBORN」で掲げる「徹底した固定費削減」

や「成長戦略推進」の実現に向け、事業の選択と集中を加速し、持続的な成長と企業価値向上の実現に向

けて取り組んでまいります。 

 

以 上 


